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現場概要

さくら観光タクシー杭抜き工事
2025年9月10日～2025年10月22日
長野市北尾張部
長野さくら観光タクシー
飯山陸送株式会社
太洋基礎工業２名、他受託業者２名
解体工事に伴う杭抜き工事

現 場 名
施工期間
場　　所
発  注  者
委 託 者
現場の人数
施工目的

長野支店にとって最長となる22mの
杭抜き工事。計画外の杭の長さ、狭い
ヤード、そして引き抜き荷重の増大という
難関。多くの課題に直面した現場でしたが、
これまでの経験と冷静な判断力、そして受託
業者との連携により乗り越え、無事に工期内で
施工を完了させました。

Uさん

長野支店 工事部 課長

今回の現場は、長野支店にとって最長となる22mの杭を抜く工事で
した。当初は20mと聞いていたため、最長20m適用範囲の機械
TK350で乗り込みましたが、現場にて実は22mだったと判明。既存設
備では施工困難と判断し、すぐに委託者と協議交渉。合番機として
50tのラフタークレーンとTK350で施工しました。。事前にクレーン業
者と調整していたこともあり、臨機応変に対応できました。

さくら観光タクシー杭抜き工事

現場の特徴

苦労した点と乗り越え方

計画外の22m杭に、50tクレーンと合番機で対応

22m杭の作業は困難を極め、通常通りに全員で昼休憩を取ると１日
1.5本しか抜けませんでした。工期内に間に合わせるため、受託業者
やオペレーターの方と相談し、昼休憩を交代制にすることに。作業を
中断しないことで効率化を図りました。結果、１日２本の施工ペース
を確保し、滞りなく作業を進めることができたのです。

昼休憩の交代制で作業効率を向上

施工ヤードが40m×18mという非常に狭い敷地だったことが特徴
です。北側に既設水路、南側には信用金庫が隣接しており、機械の
配置が大きな課題。そのため、濁水や洗浄水が飛び散らないよう、
合番機の旋回方向、引抜杭を倒す位置や方向の指示などの対策を
講じました。

狭小ヤードと濁水飛散防止対策

現場を振り返って

机上の計画では通じない現場の現実

本工事は、技術的な側面で多くの示唆に富む現場となりました。支
店最長の実績となる22m杭の引き抜きにおいて、計画段階では予
測しきれない現場特有の挙動に直面したのです。特に、杭がとも回
りしているにもかかわらずこしきり荷重が増大するという特異な現
象や、クレーン配置と作業半径の相関関係については、改めてその
重要性を痛感するなかで、毎度TK350のオペレーターと相談し多々
の問題を解決しました。

「急がば回れ」の精神で、施工の最適解を追求する

今回得た知見は、今後の施工計画における判断基準として活用し
ます。例えば座屈杭が多い高リスクな現場においては、従来の手法
（TK1台）に固執せず、初期段階から合番機の投入を決断するなど、
リスクを先回りした工法選定を徹底します。目先のコストや手間に
惑わされず、確実性を最優先することが、結果として工期短縮と品
質向上につながると学びました。



たいようレポート

25年の経 験 が活きる整 備・修 理の極 意「段取り八分」
ミキシングプラントやポンプなどの自社機械の整備と修理を、入社以来25年間担当しています。何よりも大
切にしているのは、昔から言われる「段取り八分」という心構えです。作業に入る前に、故障した機械をよく見
て、その原因を究明し、どのような手順で修理を進めるかを見極める。これが最も重要だと考えています。長
年の経験があるからこそ、「問題はこの辺りかな」と予測して効率的に修理できるようになりました。
現在、後輩たちへの技術指導にもあたっていますが、この「段取り八分」を教えるのは非常に難しいもの。「こ
こはこうだよ」と見せながら一緒に教え、時間をかけて技術を継承することの大切さを日々感じています。

趣味の旅 行が 仕事を続ける原 動力に
若い頃は忙しく、なかなか休日に旅行へ行けなかったのですが、今はやっと妻と二人で楽しめるように
なりました。春と秋の年２回はツアー旅行へ、連休には車中泊を兼ねたドライブ旅行を２か月に１度程
度のペースで楽しんでいます。最近では、道の駅の本を参考に、二人で行き先を決めて計画を立てる時
間も楽しみの一つです。
特に印象に残っているのは日光東照宮で、その建物の壮大さと美しさに感動しました。趣味を持つこと
で、健康でいようという意識も高まりますし、休日の楽しみがあるからこそ、平日の仕事にも張りが出ま
す。若い方々にも、仕事一辺倒ではなく、こうした楽しみを持つことでモチベーションを維持してほしい
と願っています。

Ta i y o  R e p o r t

声援

年末は一年の締めくくり。忙しさの中にも「感謝」の気持ちを込め
て、職場や設備の総点検を行いましょう。小さな異常や不備の点検
は、来年へ安心をつなぐ大切な準備です。
そして年始は、新たな気持ちでスタートを切る時期。笑顔で無事故
の発進ができるよう、心と体のコンディションを整え、基本に立ち
返った安全行動を心がけましょう。

「年末年始無災害運動」実施のお知らせ

Mさん
神守研究開発センター 統括部長

恒例の「長野で楽しむゴルフコンペ」を今年も開催しました！今回は、この
イベントを担当した祢津さんが、当日の賑やかな様子や、参加者の皆さんと
のあたたかい交流の模様をレポートします。

「長野で楽しむゴルフコンペ」は10月12日（日）、シナノゴルフクラブで開催されました。私を含め
た長野支店メンバーはもちろん、他支店の社員、そして日頃ご協力をいただいている取引先様を
含め、総勢約40名にお集まりいただきました。
ゴルフは午前9時半に長野支店のＩ支店長のご挨拶でスタート。４人一組でコースを回り、17時半
まで白熱したプレーを楽しみました。プレー後は、長野駅前付近の焼肉店で親睦を深める懇親会
を開催。充実した一日を締めくくることができました。

社内外の親睦を深める！
「長野で楽しむゴルフコンペ」レポート

「年末」感謝の総点検、「年始」も笑顔で無事故の発進

イベント概要

このゴルフコンペは、当社の事業に欠かせない取引先様
や受託業者様との親交を深めることを主な目的として、10
年以上にわたり大切にしてきました。コースでは、どこの
チームでも和やかに歓談し、旧交を温める姿が見られたこ
とが印象的でした。

開催の経緯と目的

実は私自身、年に一度程度しかゴルフをする機会がなく、当日は
プレーについていくので精一杯に……。ですが、その後の懇親会
では順位発表やMVP発表で大変盛り上がり、イベントも無事に終
了。ご参加いただいた皆様が心から楽しんでくださっている様子
を見て、イベントの成功を実感いたしました。

当日のハイライトと印象的な交流

Nさん

この時期は、慌ただしさや寒さによる注意力の低下により、事故のリス
クが高まります。一人ひとりが「安全はみんなの願い」と意識し、声かけ
や確認を丁寧に行うことで、職場全体の安全文化が育まれます。
「年末」には感謝を込めて、「年始」には笑顔で。無災害でつなぐこの
期間が、明るい一年の第一歩となるよう、皆で協力して取り組みま
しょう。

長野支店 工事部 係長

一堂に会し、強固なパートナーシップを築く

10年以上続く恒例行事がつなぐ強固な信頼関係 苦労を乗り越えた後の「ホッ」とした瞬間！


